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１【ファンドの運用状況】

（１）【投資状況】

①【投資状況】
   平成28年7月29日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

親投資信託受益証券 日本 1,009,663,072 99.99

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 103,228 0.01

 純資産総額  1,009,766,300 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

②【投資資産】

（ａ）【投資有価証券の主要銘柄】
ａ評価額上位３０銘柄

      平成28年7月29日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 口数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本
国内物価連動国債インデック
スマザーファンド

親投資信託
受益証券 ― 1,042,824,904

0.9580
0.9682

999,026,259
1,009,663,072

―
― 99.99

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成28年7月29日現在

種類／業種別 投資比率(％)

親投資信託受益証券 99.99

合　計 99.99

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

（ｂ）【投資不動産物件】
該当事項はありません。

 

（ｃ）【その他投資資産の主要なもの】
該当事項はありません。

 

（２）【運用実績】

①【純資産の推移】

下記計算期間末日および平成28年7月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推移

は次の通りです。
  （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１万口当たりの純資産価額)

第1計算期間末日
（平成27年 1月26日）

882,800,215
882,800,215

（分配付）
（分配落）

9,721
9,721

（分配付）
（分配落）

第2計算期間末日
（平成28年 1月26日）

984,904,250
984,904,250

（分配付）
（分配落）

9,529
9,529

（分配付）
（分配落）

平成27年 7月末日 1,229,384,882  9,740 

8月末日 1,135,993,662  9,695 

9月末日 1,122,858,901  9,668 

10月末日 1,168,616,050  9,666 

11月末日 1,122,588,701  9,680 

12月末日 1,063,799,565  9,634 

平成28年 1月末日 992,115,699  9,590 

2月末日 991,525,360  9,427 

3月末日 993,639,243  9,525 

4月末日 1,052,515,372  9,515 

5月末日 1,054,570,098  9,501 

6月末日 1,007,070,555  9,624 

7月末日 1,009,766,300  9,610 
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②【分配の推移】
 １万口当たりの分配金

第1計算期間 0円

第2計算期間 0円
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

第1計算期間 △2.79

第2計算期間 △1.97

第2計算期間末日から
平成28年7月末日までの期間

0.85

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落の額）で除して得た数に100を
乗じて得た数をいう。ただし、第2計算期間末日から平成28年7月末日までの期間については平成
28年7月末日の基準価額から当該基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落
の額）で除して得た数に100を乗じて得た数をいう。

 

＜参考＞

「国内物価連動国債インデックスマザーファンド」

①投資状況
   平成28年7月29日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

国債証券 日本 1,005,551,012 99.59

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 4,157,170 0.41

 純資産総額  1,009,708,182 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

②投資資産

（ａ）投資有価証券の主要銘柄
ａ評価額上位３０銘柄

      平成28年7月29日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 券面総額 下段：評 価 額 償還期限 比率

   （千円） 単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本
第２０回利付国債（物価連
動・１０年） 国債証券 ― 391,000

―
106.6000

410,661,340
415,972,388

0.100000
2025/03/10 41.20

日本
第１９回利付国債（物価連
動・１０年） 国債証券 ― 200,000

―
106.4000

209,660,612
211,948,800

0.100000
2024/09/10 20.99

日本
第１８回利付国債（物価連
動・１０年） 国債証券 ― 152,000

―
105.5000

163,225,005
164,048,280

0.100000
2024/03/10 16.25

日本
第１７回利付国債（物価連
動・１０年） 国債証券 ― 119,000

―
105.4500

128,489,530
129,250,065

0.100000
2023/09/10 12.80

日本
第２１回利付国債（物価連
動・１０年） 国債証券 ― 79,000

―
107.1000

83,173,018
84,331,479

0.100000
2026/03/10 8.35

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成28年7月29日現在

種類／業種別 投資比率(％)

国債証券 99.59

合　計 99.59

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

（ｂ）投資不動産物件
該当事項はありません。

 

（ｃ）その他投資資産の主要なもの
該当事項はありません。
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[参考情報]
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【投資リスク】
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２【設定及び解約の実績】
 設定口数 解約口数 発行済口数

第1計算期間 1,208,160,009 299,999,911 908,160,098

第2計算期間 1,190,566,934 1,065,089,943 1,033,637,089

第3計算期期首から
平成28年7月29日までの期間

344,780,838 327,660,483 1,050,757,444
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３【ファンドの経理状況】

 

【中間財務諸表】

 

１　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（昭和52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第３８条の３および第５７条の２の規定により、

「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しており

ます。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

２　当ファンドは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成

28年1月27日から平成28年7月26日まで）の中間財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査

法人により中間監査を受けております。
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ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス

（１）【中間貸借対照表】
（単位：円）

第 2 期

［ 平成28年1月26日現在 ］

第 3 期中間計算期間末

［ 平成28年7月26日現在 ］

資産の部

流動資産

コール・ローン 2,885,761 3,982,397

親投資信託受益証券 984,755,526 1,016,203,151

未収入金 241,000 －

未収利息 4 －

流動資産合計 987,882,291 1,020,185,548

資産合計 987,882,291 1,020,185,548

負債の部

流動負債

未払解約金 503,807 1,604,707

未払受託者報酬 307,299 276,271

未払委託者報酬 2,151,017 1,933,800

未払利息 － 5

その他未払費用 15,918 14,307

流動負債合計 2,978,041 3,829,090

負債合計 2,978,041 3,829,090

純資産の部

元本等

元本 ※1 1,033,637,089 ※1 1,053,118,320

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） ※2 △48,732,839 ※2 △36,761,862

元本等合計 984,904,250 1,016,356,458

純資産合計 984,904,250 1,016,356,458

負債純資産合計 987,882,291 1,020,185,548
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

第 2 期中間計算期間

自 平成27年 1月27日

至 平成27年 7月26日

第 3 期中間計算期間

自 平成28年 1月27日

至 平成28年 7月26日

営業収益

受取利息 1,300 47

有価証券売買等損益 2,281,328 15,695,625

営業収益合計 2,282,628 15,695,672

営業費用

支払利息 － 552

受託者報酬 290,997 276,271

委託者報酬 2,036,912 1,933,800

その他費用 15,070 14,308

営業費用合計 2,342,979 2,224,931

営業利益又は営業損失（△） △60,351 13,470,741

経常利益又は経常損失（△） △60,351 13,470,741

中間純利益又は中間純損失（△） △60,351 13,470,741

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解
約に伴う中間純損失金額の分配額（△）

833,611 2,752,433

期首剰余金又は期首欠損金（△） △25,359,883 △48,732,839

剰余金増加額又は欠損金減少額 11,703,140 14,959,405

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

11,703,140 14,959,405

剰余金減少額又は欠損金増加額 19,027,667 13,706,736

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

19,027,667 13,706,736

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） △33,578,372 △36,761,862
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 親投資信託受益証券は時価で評価しております。時価評価にあたっては、基準価額で評

価しております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

 
 

第 2 期

［ 平成28年1月26日現在 ］

第 3 期中間計算期間末

［ 平成28年7月26日現在 ］

    
※１期首元本額 908,160,098円 1,033,637,089円

 期中追加設定元本額 1,190,566,934円 343,940,759円

 期中一部解約元本額

 

1,065,089,943円 324,459,528円

※２元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額であり

ます。

 

48,732,839円

 

36,761,862円

 

３ 受益権の総数

 

1,033,637,089口 1,053,118,320口

４ １口当たり純資産額 0.9529円 0.9651円

 （１万口当たり純資産額） （9,529円） （9,651円）
    
 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

該当事項はありません。

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 2 期

［ 平成28年1月26日現在 ］

第 3 期中間計算期間末

［ 平成28年7月26日現在 ］

１ 中間貸借対照表計上

額、時価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、該当事項はありません。 同　左

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほ

か、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては

一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提

条件等によった場合、当該価額が異なることもあり

ます。

同　左

 

（有価証券に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項

該当事項はありません。

 

＜参考＞

当ファンドは親投資信託受益証券を主要投資対象としております。

中間貸借対照表の資産の部に計上された親投資信託受益証券の状況は以下の通りです。
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「国内物価連動国債インデックスマザーファンド」の状況

なお、以下に記載した情報は、監査の対象外であります。

 

（１）貸借対照表

  
［ 平成28年1月26日現在 ］ ［ 平成28年7月26日現在 ］

金　額（円） 金　額（円）

資産の部    

流動資産    

コール・ローン  4,182,355 6,067,273

国債証券  980,499,846 1,009,801,376

未収利息  331,365 323,841

前払費用  22,358 32,364

流動資産合計  985,035,924 1,016,224,854

資産合計  985,035,924 1,016,224,854

負債の部    

流動負債    

未払解約金  241,000 ―

未払利息  ― 7

流動負債合計  241,000 7

負債合計  241,000 7

純資産の部    

元本等    

元本 ※1 1,028,035,835 1,045,153,915

剰余金    

剰余金又は欠損金（△） ※2 △43,240,911 △28,929,068

元本等合計  984,794,924 1,016,224,847

純資産合計  984,794,924 1,016,224,847

負債純資産合計  985,035,924 1,016,224,854

（注1）親投資信託の計算期間は、原則として、毎年1月27日から翌年1月26日までであります。

 

（２）注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及

び評価方法

公社債は時価で評価しております。時価評価にあたっては、価格情報会社等の提供する理論価格で

評価しております。

 

（貸借対照表に関する注記）

  ［ 平成28年1月26日現在 ］ ［ 平成28年7月26日現在 ］

    
※１期首 平成27年1月27日 平成28年1月27日

 期首元本額 907,159,420円 1,028,035,835円

 期首からの追加設定元本額 738,087,169円 219,056,991円

 期首からの一部解約元本額

 

617,210,754円 201,938,911円

 元本の内訳＊   

 ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックス 1,028,035,835円 1,045,153,915円

 　　　　　　（合　計）

 

1,028,035,835円 1,045,153,915円

※２元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額であり

ます。

 

43,240,911円

 

28,929,068円

 

３ 受益権の総数

 

1,028,035,835口 1,045,153,915口

４ １口当たり純資産額 0.9579円 0.9723円

 （１万口当たり純資産額） （9,579円） （9,723円）
    
＊ 当該親投資信託受益証券を投資対象とする証券投資信託ごとの元本額

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 区　分 ［ 平成28年1月26日現在 ］ ［ 平成28年7月26日現在 ］

１ 貸借対照表計上額、時

価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、該当事項はありません。 同　左

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

当ファンドに投資する証券投資信託の注記表（金

融商品に関する注記）に記載しております。

同　左
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（有価証券に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項

該当事項はありません。
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【ファンドの現況】

【純資産額計算書】

平成28年7月29日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 1,012,893,036  

Ⅱ 負 債 総 額 3,126,736  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 1,009,766,300  

Ⅳ 発 行 済 口 数 1,050,757,444 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
0.9610

（ １万口当たり 9,610
 

）

 

＜参考＞

「国内物価連動国債インデックスマザーファンド」の現況

純資産額計算書

平成28年7月29日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 1,012,230,191  

Ⅱ 負 債 総 額 2,522,009  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 1,009,708,182  

Ⅳ 発 行 済 口 数 1,042,824,904 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
0.9682

（ １万口当たり 9,682
 

）
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４【委託会社等の概況】

（１）【資本金の額】

半期代替書面における「委託会社等の概況」の記載のとおりです。

半期代替書面については、（http://www.am.mufg.jp/corp/profile/accounting.html）でもご覧いただ

けます。

 

（２）【事業の内容及び営業の状況】

半期代替書面における「事業の内容及び営業の概況」の記載のとおりです。

 

（３）【その他】

該当事項はありません。

 
５【委託会社等の経理状況】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の「冒頭書面」の記載のとおりです。
 
（１）【貸借対照表】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（１）「貸借対照表」の記載のとおりです。
 

（２）【損益計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（２）「損益計算書」の記載のとおりです。

 
（３）【株主資本等変動計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（３）「株主資本等変動計算書」の記載のとお

りです。
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６【その他】

平成28年４月25日提出済みの有価証券届出書（以下「原届出書」といいます。）の記載事項の一部に

ついて、内容の更新等および信託報酬率の変更を行います。原届出書の更新後の内容を記載する場合

は＜更新後＞とします。

 

 

表紙

代表者の役職氏名

＜更新後＞

　取締役社長　　松田　通

 

 

有価証券報告書
第一部　ファンド情報
第１　ファンドの状況

１　ファンドの性格
（１）ファンドの目的及び基本的性格
［ファンドの目的・特色］

＜更新後＞
（略）

（略）
 

（３）ファンドの仕組み

③委託会社の概況

＜更新後＞

・資本金

2,000百万円（平成28年７月末現在）

（略）

・大株主の状況（平成28年７月末現在）

（略）
 
２　投資方針
（５）投資制限
＜信託約款に定められた投資制限＞
＜更新後＞

（略）

⑭信用リスクの分散規制
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一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に係る株式等エクスポージャー、債券等エクス

ポージャーおよびデリバティブ等エクスポージャーの信託財産の純資産総額に対する比率は、原

則として、それぞれ100分の10、合計で100分の20を超えないものとし、当該比率を超えることと

なった場合には、一般社団法人投資信託協会規則にしたがい当該比率以内となるよう調整を行う

こととします。

＜その他法令等に定められた投資制限＞
（略）

 
４　手数料等及び税金
（３）信託報酬等

＜更新後＞
委託会社および受託会社の信託報酬の総額は、ファンドの計算期間を通じて毎日、以下により計算
されます。信託報酬は消費税等相当額を含みます。

　信託財産の純資産総額 × 年0.432％
※
（税抜 年0.4％）以内

（略）
信託報酬率（税抜）の合計ならびに配分（委託会社および販売会社、受託会社）は、ファンドの純
資産総額に応じて以下の通りとなります。

ファンドの純資産総額に応じて

信託報酬率（年率）

合計
委託会社および

販売会社
受託会社

500億円未満の部分 0.4％ 0.35％ 0.05％

500億円以上1,000億円未満の部分 0.38％ 0.34％ 0.04％

1,000億円以上の部分 0.36％ 0.33％ 0.03％

 
委託会社および販売会社への配分（税抜）は、次の通りです。

各販売会社における取扱純資産総額に応じて 委託会社 販売会社

50億円未満の部分 信託報酬率から
販売会社および
受託会社の配分率
を差し引いた率

0.175％

50億円以上100億円未満の部分 0.185％

100億円以上の部分 0.195％

信託報酬は、毎計算期間の６ヵ月終了日および毎計算期末または信託終了のときに信託財産から支
払われます。
※上記信託報酬には、別途消費税等相当額がかかります。

 

（５）課税上の取扱い

＜更新後＞

（略）
※上記は平成28年７月末現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更に

なることがあります。
（略）

 
第二部　委託会社等の情報
第２　その他の関係法人の概況

１　名称、資本金の額及び事業の内容

（１）受託会社

＜更新後＞

（略）

②資本金の額：324,279百万円（平成28年３月末現在）

（略）

 

（２）販売会社

＜更新後＞
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①名称
②資本金の額

（平成28年３月末現在）
③事業の内容

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,711,958 百万円 銀行業務を営んでいます。

ソニー銀行株式会社 31,000 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社福岡銀行 82,329 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社親和銀行 36,878 百万円 銀行業務を営んでいます。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 324,279 百万円
銀行業務および信託業務を営んでい
ます。

株式会社熊本銀行 33,847 百万円 銀行業務を営んでいます。

カブドットコム証券株式会社 7,196 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

エース証券株式会社 8,831 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

株式会社ＳＢＩ証券 47,937 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

立花証券株式会社 6,695 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

楽天証券株式会社 7,495 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

東洋証券株式会社 13,494 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 10,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

マネックス証券株式会社 12,200 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

浜銀ＴＴ証券株式会社 3,307 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

ひろぎんウツミ屋証券株式会
社

6,100 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

フィデリティ証券株式会社 7,657 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

ふくおか証券株式会社 2,198 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

40,500 百万円
金融商品取引法に定める第一種金融
商品取引業を営んでいます。

 

３　資本関係

＜更新後＞

委託会社と関係法人の主な資本関係は次の通りです。（平成28年７月末現在）

（略）
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

平成28年８月31日

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた有限責任監査法人

 指定有限責任社員
業　務　執　行　社　員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指定有限責任社員
業　務　執　行　社　員

 公認会計士　大畑　茂　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲げ

られているｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックスの平成28年１月27日から平成28年７月26日までの中間計算期間の

中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成し

有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な情報

を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中

間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損な

うような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中

間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一部

を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適

用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する

内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見

積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、ｅＭＡＸＩＳ 国内物価連動国債インデックスの平成28年７月26日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する中

間計算期間（平成28年１月27日から平成28年７月26日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

利害関係

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は委

託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。

 

EDINET提出書類

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社(E11518)

半期報告書（内国投資信託受益証券）

18/18


	表紙
	本文
	１ファンドの運用状況
	（１）投資状況
	①投資状況
	②投資資産
	（ａ）投資有価証券の主要銘柄
	（ｂ）投資不動産物件
	（ｃ）その他投資資産の主要なもの


	（２）運用実績
	①純資産の推移
	②分配の推移
	③収益率の推移
	投資リスク



	２設定及び解約の実績
	３ファンドの経理状況
	中間財務諸表
	（１）中間貸借対照表
	（２）中間損益及び剰余金計算書
	（３）中間注記表

	ファンドの現況
	純資産額計算書

	４委託会社等の概況
	（１）資本金の額
	（２）事業の内容及び営業の状況
	（３）その他

	５委託会社等の経理状況
	（１）貸借対照表
	（２）損益計算書
	（３）株主資本等変動計算書

	６その他
	監査報告書

